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1) 拙稿「わが国における電力独占体の形成一一一名古屋電灯・東邦電力の場合←ー J r静持論叢』
127巻6号I 19'81:年。
2) 量近の&のとしては，橋本寿朗「目次電力』件制の成立と電力市場の展開 (1)，(2)， (3)j f"電
通大学報Jl27巻2号， 1977:年， 28巻l号， 2号， 197昨固ただし，橋本氏の場合も「電力戦Jと
独占形成の関連が説褐曲に解明されているとは言いがたい。
3) 高村直助『日本資本主義史論~， 1980年， 249ベー ジ.


































第 1図 1920年代に建設された 154，000V送宮線
11 東京電灯猪苗代新線 1926年完成











































1914年 756 367 1，123 21% 
1915 800 596 1，396 24 
1916 941 719 1，660 19 
1917 1，053 975 2，028 22 
1918 1，190 1，205 2，395 18 
1919 1，387 1，323 2，710 13 
1920 1，548 1，393 2，941 9 
19.哩l 1，701 1，575 3，276 11 
1922 1，884 1，788 3，672 12 
1923 1，948 1，934 3，882 6 
1924 2，144 2，989 5，133 32 
1925 2，341 ヨ，623 5，964 16 
1926 2，524 4，485 7，009 18 
1927 2，637 5，468 8，105 16 
1928 2，699 6，521 9，220 14 
1929 2，781 7，483 10，264 11 
19旧O 2，780 8，098 10，878 6 
¥ 






8) 1929年における大同の発電力が258，520KWであったのに対して，その供諭区域は5，673 KW 
であり，日電の場合は発電力 183，300KWに対して，供給区域はわずか17KWであった。『電
気事業要覧』第四国より揮出.






192 7年 19 3 0年
可能発電ヰ発電実績|余剰電力 可能発電力|発電実績|余剰電力
1月 920，000 790，000 130，000 1，305，477 1，091，580 213，897 
2 816ρ00 755ρ00 61，000 1，227，731 1，070，87ち 156，855 
3 987，000 819，000 168，000 1，647，519 1，242，251 405，268 
4 1，223，日80 868，000、 355，000 1，708，769 1，220，321 488，448 
5 1，86，000 826，000 360，000 1，646，594 1，204，244 442，350 
6 1，062，000 806，000 256，0口0 1，498，173 1，130，257 367，916 
7 1，131，OC日 831，000 初咋000 1，685，602 1，122，543 653，059 
8 1，00，000 827，000 273，000 1，625，604 1，089，884 535，720 
9 1，214，000 880，000 334，日00 1，419，181 1，055，017 364，164 
10 1，191，000 901，閃3 290，0口0 1，360，930 1，045，056 315，874 
11 1，143，000 932，000 211，000 1，675，293 1，190，370 484，923 
12 1，005，000 881，000 124，口00 1，483，176 1，152，651 330，525 
1発電力，発電実績は平均出力をあらわしている.
2 逓信省電気局『電気事業調査資料』第3号， 1929午， 53ペーシと同第6号，
1932年，叩へー ジより作成。
第3表主要「電力戦」
当 事 者 |開始年月 1 終了年月 | 競争地域
日本電力・東邦電力 1923年8月 1924年 3月 中京地方
日本電力・宇治川電気 1925午 8月 1932年10月 関西地方
東京電灯・東京電力 1926年 5月 1927年12月 関東地方
東京電灯・東邦電力 1927年12月 193日年10月 中京地方
日本電力・東京電灯 1929年 5月 1931年II月 関東地方
大同電力・東京電灯 1929年11月 1931年7月 関東地方
大同電力・宇治川電気 1932年11月 1933年 8月 関西地方
電気事業再編成史刊行会編『電気事業再編成史~， 1952年， 41ベ ジより作成。
9) 1925年における電灯需要戸数は9，652，058戸であり，全世帯数は 11，999，609であった。内閣b統
計局編第46回『帝国統計年鑑~， 1担7年。



























11) 松永安左ヱ門「私の履歴書」日本怪済新聞社『私的履歴書.!I21， 1田4年" 335ベーター


















13) 松永安左エ門「超電力連系とは何ぞやJW電華』第18号.1923年3月. 6ベー ジ。『電華』は，
東邦とその関連会社によって設立された「電華全」の機関誌である。 1921年10月から1933年9月
まで，月刊で計.:143回発行きれた.




















141 19叫年.アメリカ合衆国内務省ムレ←委員会は“ASuper Pow町 Systernfor the Region 









18) 松永眠協力主求めた相手は，東電の神戸番ー ，宇治川電気の林安繁. 日電の池尾芳蔵らの大電
力会社首脳，きらに師議士助，根津嘉一郎ら町財界人であった。




























電力業再編成の課題と「電力戦」 く81) 81 
第4表名古屋電灯・東邦電力関西地域における供給力と消費の推移
(単位 KW)
供給力 ω 消 費 但)
自社発司受電|供給力計 電灯用「電動機rl(C)+(D) Iその他| ωー(s)5十
1914年 17，450 17，450 4，6291 14，071 3，379 
1916 21，880 2，00C 23，880 3，828 9，9761 8，466 18，442 5，438 
1918 27，470 15，00C 42，470 5，452 14，150i 13，718 28，168 14，302 
1920 27，470 15，00C 42，470 6，487 11，626 18，113 17，242 35，355 7，115 
1922 31，4701 30，u70 61，540 自判明 36，990 28，194 65，184 -3，644 1923 38，4731 58，30 96，77 31，441 57，518 41，198， 101，716 4，943 1924 40，5631 68，300 108，863 44，999 75，238 46，617 121，855 -12，992 
1925 
108109，，074679Ji l 94，620 
176，089 39，336 75，320 59，414 134，734 41，355 
1926 11509 225，159 38，577 77，236 84，488 161，724 64，435 
















安左エ門『電気事業界の近時l.1926年， 10へー ジa 政府に公共事業政策が欠如じていたζとが，
松永の方針を転換をしめた要因の一つであった。後に自由競争による再編成が挫折した際，彼は
政府=公権力の介入を要請するが，その素地は当時すでに見られた。


























































株 金 42，250 42，25日
社 債 16，000 26，000 
(貸 借入金・支払手形 21，359 17，086 
仮受金 1，111 1，4.42 
宋 払 金 646 1，566 
きそ の 他 10 155 
当期利益 1，274 1;363 
メ凶ミ ，t 82，650 89，862 
未払込株金 14，250 14，250 
発電所建設費 29，381 29，671 
送電線汐 1 ，451 11，706 
変電所汐 2，878 2，897 
( 借電灯・電力汐 13，389 14，763 
その他固定資産 1，08fl 1，119 
ぎ拡張工事勘定 5，542 9，389 
有価証券 2，078 2，398 
みら の 他 2，fi9 61 . 3，669 
ムロ 言十 82，650 89，862 
『電華H5号， 1925年7月， 6み-64ベージ，
56号， 1926年6月， 79ベジ，
47，25日 68.250 68，250 
26，00日 39，000 33，日00
19，603 30，459 43，968 
1，049 1，4.80 2，259 
2，432 4，303 2，239 
353 482 1，664 
1，865 2，577 2，821 
98，552 146，551 154，201 
7，500 16，750 33 
29，698 38，509 38，581 
11，895 13，661 13，830 
2，880 5，214 5，676 
16，132 22，62 23，797 
]，147 2，035 2，050 
21，594 34，724 51，302 
4，541 8，86日 11，039 
3，165 4，168 7，893 




























28) 東京電力土期総会J W電華」第45号， 1925年7月， 65ペ ジ。
29) 全国平均は I電気事業要覧』第23回より算出.
30) r東京電力の前途J WダイヤモンドJ1925年10月21日号， 36ベージ。


























































38) r両電合併の曲折J Wダイヤモソドj. 1928竿1月1日号， 62へー ジa































































電力業再編凪の課題と「電力戦」 (89) 89 
松永の問題意識と回答は一貫していたが，それを実現するために彼が採用し
た手段は， (1)， r超電力連系」句研究と「大日本送電株式会社」の出願， (2)， 
東電との「電)J戦J，(3)， r電力統制私見」の提唱という三段階に区分される。































































46) 東電対日電戦車電対大同戦の経過は，前掲，栗主主編『現代日本産業発達史 E 電力J150 
156ベジ参照。
